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( 毎月１日発行)

発行所長門市役所　編集企画課

（ 市の人口）
男12, 995人 女14, 678人 計27, 673人
世帯数7, 598　　( 4  8, 9, 1 現在）

10月1日
今 月 の 納 税

市 民 税　　　　　　 ３期 分

国 民 健康 保 険 料　　 ５ 期 分

ご み 収 集手 数 料　　 ３ 期 分

自動車税　　　　　後期分

忘 れ ず に 納 めま し よ う

みのりの秋
干ばつ被害は4千200万円

こ の夏 の 異常 干 ば つ は 、生 活 用 水 不足 に 限 らず

農 業 面 で も４千 ２ ０ ０万 円 に 及 ぶ 被害 を も た ら

し 、 取 入 れに 急 が し い 農家 の 表 情に き びし い も

の が あ り ま し た 。

農 作 業 中 の 事 故 防 止 に気 を つけ て くだ さ い 。



青 い 海 緑 と 太 陽 の 街　長 門 市

９月定 例 市議会

一般
会計 予 算19 億6千10万9千円に

教育委員に萩谷桃一氏

9月定例市議会は25日から会期４日間の日程て開かれ、開会冒頭、山電バスの俵山

～長門市駅間のグダイヤ改正に反対する決議を満場一致で行ない、長門市水資源調査対

策委員会条例　教育委員の任命、本年度予算の補正など２６議案を審議、可決しまし

た 。

水資源調査対策委員会条例
この昼の異常干ばつによる水不足を反省

し市長の諮問に応じ、治水や利水こついて
調査審議ｔるため議会、執行部16名で構成

する委員会をつくり、すでに５回にわたっ

て調査と審議にあたっておりますが、これ

を条例化しました。

教 育委員の任 命
任間満了にともなう見嶋健弌教育委員の

後任に萩谷桃一氏（通、57才　現市社会福

祉協議会常務理事）を任命することに同意

し ま し た。

補正予算のあらまし
人事院勧告による職員給与改訂分（８千

１００万円　、仙崎新開町引揚者住宅の用

地買収( 5千235万円）、老人医療費（

４千１３９万）、10月から無料化した度重
心身障害者と乳児医療費助成( 2 4 8万）
など２億１干４７８万４千円を追加補正し
一般会訓予算総額は19億6千10万９千
円になりました。

湯本温泉に加熱集中管理施設
湯本温泉の三つの泉源の湯を一か所に集

め、一定の温度にセットしておき希望のと

き湯を配湯する加熱集中管理施設の工事を

地元の協力を得て行ないます。

市の花、花木、木の
制 定に.ついて請願を採択

青年会議所から市の花、花木、木の制定

に つ い て請 願が な され 、 こ れ を採 択 し まし

た。

城山踏切 指導員引揚

１０月１日から城山踏切の指導員が不在　

と な り ま す 。　(

§ 警 報 磯 に 注 意

鳴 り だ し た ら 踏 切 に は い ら な い で く だ さ

い。列車通過31秒前から鳴りはじめ、16秒

で し や 断 機 が 完 全 に 降 り ま す 。

・踏切の向うも気をつけて

踏 切 の 前 方 の 道 路 が 渉 滞 し て い る 場 合 は

踏 切 に は い ら ず に お 持 ち く だ さ い 。

唇警報機が鳴りだしたら

踏 切 内 で こ の よ う な と き は 、 急 い で 向 う

側へ出てください。万一しや断機か降りて

しまってもしや断棒は竹製ですから車の力

で押せば外に出られます。

● 車 が エ ン ス ト し た ら

すぐ警報機の柱についている非常用ボタ

ン を も ど ら な く な る ま で 強 く 押 し 、 電 話 で

長 門 市 駅2  ―  2 6  0  0 番 へ 知 ら せ て く だ さ

い 。

水 道 ぴ こ の 癡:λ 断

木で使用量にくらべ

異 常 に 高い メ ー タ ー
数 値 を示 す と の 声 を

耳 に･し ま すが 、 我 が 家 で も 高 台 にあ る 関 係

ヵ 同 じ よ う 乙 現 象 があ ら わｵ1 てお り ま す。

断水･こよる機械操さ、送水のときの特殊

現象でそ刀ようなことが起りまａか。

( 東 深 川 一市 民)

おこたえ

こ の 夏 の 異常Ｆ ぱ っ に よ る 断 水 て は 多 大

な 迷 惑 を お いJ し お 詑 びし ま す。

この間: よ、平常とことなっだ給水操作を
行 な っ た た め 、 水 量 、 水 圧 な ど の 関 係 で 、

場 所に よっ て全 く 水が 出 な か っ た り 、 水 に

空 気 が 多く 混じ っ て 出 たり 、 赤 い 水 力 特 に

多く出たりしたところもあったかと思いま

す 。

そ こ で８ 月 分 の 水 道 料 金 を わ ず か で す が

軽 減 措 置 を講 じ さ せ てい た だ き まし た 。
なお 使 用量 、施 設 に異 状 を感 じ ら れ る 場

合は調査にまいりますのでご連絡いただけ
ば 幸 で す 。

( 水 道 課)

市 民の 声 を ご 利 用 の 方 は 、 住所 、氏 名 、

年 令、 職 業 を 明 記 し わ 便 り く だ さい 。

紙 土 と く 名の 扱 は い たし ま す が 、お 便 り の

際 の と く 名 は お こ と わ りし ま す。

本年度市の表彰受賞 者
【 自 治 行 政】

( 大峠) 　　　　岡藤長寿　　48

( 祇園町) 　　丸茂康弘　　46

( 郷) 　　　　山本達雄　50

( 大 羽 山) 　　　 中 原秀 堆　　49

( 正明 市 二区) 宮 本　 薫　53

【 衛　生 】

( 正 明 市二 区) 天 野 俊雄　　64

( 南町) 　　　　 継　　 弘　　64

( 板持四区) 　　斉藤敏雄　　57

【 社 会 教育 】

( 駅 前 区) 　　　 佐 伯 大 －　　58
【 社 会 事業 】

( 黒川) 　　　藤田時雄　　68

【 優良 勤 労 者 】

( 正明市二区) 　山本善徳　　52

( 江 良) 　　　 村 田 貞 －　50
( 板 持 二区) 　 品 川繁 松　63

( 通 十 四 区) 　　 田 村し ず え　53

市役所の執務時間変更
10月１日から終了時刻が、平日午後４時

30分、土曜日午後12時15分となります．
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ぼくしない　道路のとびだし　　　わるふざけ

ことし も多彩なプログラムで
第１8回市民文化祭

市民総参加の文化祭めざし、ことしも次のプロ_グラムで第18回市民文化祭を開きま

す

。 老 人クラブの作品１００余点や郷土にゆかりの深い先人の作品約６０点が出品され

るふるさとの文人墨客遺作展など内容も豊富になりました。

書　道・絵画展 10月18日　～　20 日 木～士 小　 講　 堂

公民館華道学習発表 10月23日　～　24 日 火～水 〃

華　　 道　　 展 10月27日　～　28 日 土～日 〃

老人クラブ作品展 IG月27日　～　28 日 大講堂ホワイエ〃

第四回錦鯉鑑賞会 10月　　　　28 日 中　　　　 庭日

菊　　 花　　 展 11月１日　～　 ５日 小　　 講　　 堂木～月

俳　句　大　会 11月　　　　　　４日 日 和　　　　 室

素　 人　陶　芸　展 11 月７日　～　11日 水～日 小　　講　　 堂

木　　 彫　　展　　　　　　　11 月 ７日　～　11日 〃 〃

詩　吟　大　会 11月　　　　10 日 土 市役所大会議室

短 歌 大 会 11月　　　　11 日 和　　　 室日

ミュージックフェスティバル 11月　　　　11 日 日 大　　 講　　 堂

通　地区文化祭 11月12日　～　18 日 通　 公 民 舘月～日

手　　 芸　　 展 11月13日 ～15 日 火～木 小　　 講　　 堂

フラワー発表会 11月13日　～　15 日 〃 ●

くらしの図表展 11月14日　～　17 日 水～土 大講堂ホワイェ

婦人の生活体験発表大会 11月　　　　17 日 大　　 講　　 堂土

第20回童和コンクール 11月　　　　　17 日 土 〃

邦　楽　大　会 11月　　　　17 日 土 仙崎漁協ホール

ふるさとの文人墨客遺作展 11月17日　～18 日 土～日 小　　 講　　 堂

謡　曲　大　会 11月　　　　18 日 日 和　　　　 室

俵山地区　文化祭 11月19日　～　25 日 月～日 俵山公民舘

絵　　画　　 展 11月30 日～12 月３日 金～月 小　　 講　　 堂

県　美　術　展
第27回 県美術展は、11月９日から23日ま

で山口博物館で開催されますが、出品を希

望される作品の搬入は11月２日に行ないま
す。くわしいことは社会教育課でおたずね
ください。

で　 き　ご　と

市 民 の 歌 を 演 奏
スポーツの秋、市内小、中学校の運動会

も各地で開かれておりますが、９月23日青

海島小学校の体育大会では、この程出来あ

がっだ市民の歌が８１名のよい子達によつ

てひろうされました。

地区毎で敬老行事
ことし75 才以上になられた１、０７２人

のおとしよりにご案内し、各地区毎に敬老

の行事を行ないましたが、９割近い方が元

気で出席され１日を楽しく過されました。

家畜商講習会
申込は15日まで

11月８、９の両日、山口県庁で家畜商講

習会が開催されますが、この申込を15日ま

で受付ます。

くわしいことは農林水産課でおたずねく

ださい。

毎月10日は
｢ 防犯の日｣
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せまい日本　 そんなに急いで　どこへ行く

戦没者妻 、父母などの

特 別 給 付 金 申 請 を
・対象となる方

昭 和12 年７ 月 ７ 日 以 後 に 公 務 上 負傷 し又

l j 疾病にゐかり死亡した軍人、軍属、準軍
属 の妻 ・ 父 母 ま たl j 祖父 母 で本 年 ４月 １ 日

現在公務扶助料、遺族年金等を受けている

者．父母または祖父母の方は死亡した子（

孫 ）が.旡亡 し た 当 時 、 他 に 子（ 孫 ） もな く

そ の 後 本 年 ３ 月31 日 ま で の 間 に 、 氏 を 同じ

く す る 子 を 有 す る こ と の な か つ た も の（ 養

子は除く）

● 申請 は 早 目 に

該 当 さ れ る方 ば 、 印 鑑 、遺 族年 金 等 の 証

書　住民票を用意し福祉事務所で手続をし

て く だ さい 。

ブロッ ク建築・配管の
技能を身につけ ませんか

農業のカベこわらまだは嗄業をやめて会社

、 工 場 な どで ブ ロッ ク建 築、 配 管 の 仕 事 を

希望される方のために、受講料無料でその

うえ月約２万９千円7) 手当がつく訓練が豊
北 町 で１ １ 月 か ら 始 まり ま す。

くわ し い こ とは 、農 業委 員 会 で お たず ね

く だ さい。 建 築( 型 枠 人工) は 田 万 川 町 で

行 な わ れ ま す。

宅地・建 物 取 引
主 任 者 資 格 試 験

○ 日　時　11月11日（日)  13時～15時

○ 場　所　山口市　山大教養部

○ 申　 込　 １ ２ 月 １ ２日 まで

くわしいことは、建設課でおたずねくだ

さい 。

人　 権　 相　 談

と　き　10月17日（水）10 :  00～15 :  00

とこ ろ　 中央 公 民 館

担 当 者　人 権擁 護 委 員、 法 務 局 職 員

内　容　土地の境界争い、不動産の登記。

相 続 、 遺 産分 剖 、家 庭 の い ざ こざ

お 祝電報は早目に
結 嘔 シ ー ズ ンば 大 安 日 に 集中 し が ち て 、

祝 電 も一 時 に多｡数 の発 信 を必 要 と し ま す。

こ の た の 時 間 を要し ご迷 惑 をお かけ す る

こ と が あ り ます 。

結 略の よ うに 日 畤 の はつ き りし た 祝電 は

式 の 当日 以 前 か ら 発 信で き る制 度 を 利qj さ

t I る と 便利 で す。
申込は電話１１５番（託送電報受付係）

に 配 逹 日 時 を指 定 し て 申 込 ん で く だ さい 。
（ 艮 門 電 報電 話 局 ）

中小企業の退職金共 済制度
に加入しましよう

退 職 金 制 度 の 冗 囑 は 賃 金 、 労 仇 呎i間 にお

と ら ず人 材 の 確 保に 欠 く こ と の で きな い こ

と で す 。

中小企業独自の力では困難なこの制度を

国 の 援 助 で 大 企業 な みlこし 、 加 入企 業 に は

福 利厚 生 施設 を つ く る 際 の 資 金 融 資 の 制度

もあ り ま す。
く わ し い こ と は 、商 工観 光 課 また は 商 工

会 議 所で お たず ね くだ さい 。

豊かなくらし住 みよい

社会をつくる郵便貯金

郵 便 貯 金 は 、国 の 財 政運 用 に活 用 され 住

宅 、 道 路 、 農 林漁 業 な ど 、 私 た ち の く らし

に 役 立つ 資 金 と し て 融 資 され て お りま す 。

警察・検察庁に訴え
裁判にかけて もらえ.ないとき

胙鼠 、 おど し 。交 通 事 故 な どiこあ つ１ 警

察や検察庁に訴えたが、検察官がその聊件

を 裁 判に かけ て くt l ない … … こん な 不満 の

あるむは裁判所内の検察審査会にご相談く

だ さい 。 無 料 で す。

愛　の　献　血

と　き　10月19日（金）10時～15噂
ところ　市役所玄関ホ－ル

ジフテリ ア・百日咳
破傷風混合予防接種

通　 公 民 館　10 月 ２ 日　13 :  30 ～14 :  00

俵山公民館　〃　　〃　　　　4･　　　　　〃

仙 崎 公 民 館　 丿丱　 ３ 日　13 :  30 ～14 :  30

中央公民館　々　４凵　　々　　　〃

ス ポ ー ツ

市民 ハイキング

と　 き　11月 ３ 日　文 化 の 日　　　　 ｀
目的地　防府市大平山

会費　登山口までの往復バス代として

中 学 生 以 上　 ５ ０ ０ 円

小 学生 以 下　3  0 0 円

申　 込　10 月31 日 ま で に 会 費 を そえ 社 会 教

育 課 へ申 込 の こ と 。

オ リエ ン テー リ ン グ大 会

と　 き　10月21 日 （ 日 ）

と ころ　 市 役 所 大 会 議 室

実　 技　 西 深 川　 大 神 宮 周辺

持 参品　 赤 、 青 ２色 の ボ ー ル ペ ン

申　 込　10 月18日 ま で に 社 会 教育 課 か お近

か く の 公 民 館 へ 。

お詫 び
９月 定 例市 議 会の 記 事掲 載 の た め 、 発 刊

日が遅れました、悪しからずご了承くださ

い 。

消費メモ

「 高い 買 物 をし た」と
感 じrこ商 品

( 数字の単位％)

商 品 搆 売 に 際 し て 乃 苦 情や 泪 談 の 一つ と

し て「 高い 買 物」 をし た とい うの が あ る が

消 費 ａ が こ こ 一 年 間 に 商品 を 購 入し たあ と
［ 買 吻損 ］ を 感じ た 人は ７６ 、 １ ％ もあ り

か な り多 く なっ てい る。 さ ら に商 品 別 で み

る と 右 図 の とお りで あ る。 「 買 物 損 」 を し

だ と 感じ てい る人 ミ で、 実 際 に 苦 情 を 各 地

にある苦情処理機関に持ち込人だ主婦は、

わ ずか ３～ ４％ に す ぎない 。

（ 第 ２回 国 民生 活 動 向 調 査よ り ）

食　料　品

衣　料　品

電気器具

医　薬　品

灯　　　咄

家　　　具

化　粧　品

レジャー
関係用品

プロパン

自　動　車

そ　の　他
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